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はじめに
　「子ども家庭福祉」「子ども家庭支援論」「子育て支援」「子ども家庭支援の心理学」など、
保護者への子育て支援に焦点を当てた新たな保育士養成課程が2019（平成31）年度からは
じまった。
　本書はそれらの教科のなかで、演習科目「子育て支援」「子ども家庭支援」に対応した
テキストとして、保護者への対応や子育て支援の方法などについて実践的に学び、理解を
深めてもらうことを目的に編集したものである。
　「保育所保育指針解説」では、子育て支援を実践するに際し、ソーシャルワーク理論の
理解を深め、保護者支援のために援用していくことを求めている。そこで、本書は保育士
養成課程のカリキュラムに則しつつ、ソーシャルワークの要素を多分に取り入れた内容と
した。また、必要なこと・知りたいことを簡潔に整理し、読者が主体的に学べ（読む、理
解できる）、実践へ活用できるような配慮をしている。
　子どもに関する社会的動向を見ると、出生数が減少傾向にある一方で、保育所の待機児
童解消という相矛盾する課題もあり、さらに認定こども園の創設によって保育士や幼稚園
教諭（保育教諭を含む）などの資格制度も多様化している。言い換えれば専門性が不透明
な時代ともいえる。しかしながら保育士などの専門職が、子どもや保護者、地域・社会に
対して「子どもの最善の利益」を基盤に子育て支援を実践していくことの重要性は、いつ
の時代であっても変わらない・変えられない役割といえる。
　なお、本書が保育士養成のテキストとしているゆえに、幼稚園や認定こども園における
教育実践との整合性といった議論の余地を残している。それらの点について十分に応えら
れていない部分があるかもしれない。この点については編者ともども真摯に受け止め、み
なさまからの建設的なご教示をいただけると幸いである。
　最後に、子どもたちの生活基盤が盤石であることが、子どもの生命と発達、人権保障へ
の第一歩である。子どもの生活の安定への努力こそが保育専門職の命題であり、保育実践
がその重要な部分を担っているのである。そのためには、子どもだけではなく、その保護
者を理解し寄り添っていくことが重要となる。本書がその一助となれば幸甚である。
　本書の発刊にあたり、企画・編集・校正等などにおいて多大なるご負担とご尽力をいた
だいた常務取締役の荻原太志氏及び企画部の小川眞貴子氏に、この場をお借りして心より
感謝申し上げる。

　　2019年８月

編 者 一 同
　
　＊�　本書で示す「保育所保育指針」とは、2017（平成29）年３月31日厚生労働省告示（第117号）、2018（平
成30）年４月１日から適用した指針をさす。また、「保育所保育指針解説」とは、厚生労働省により
2018（平成30）年２月発行されたものを指す。

　＊�　本書に示す「保育所」とは、保育所・小規模保育所・幼保連携型認定こども園等を含み、保育士
が業務を遂行する場をさしている。
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第１章　保育と子育て支援

ト シ 先 生　みらいさんは、保育者の仕事にどのようなイメージをもっていますか？
みらいさん　う～ん……。やはり子どもと一緒に遊んだり、絵を描いたり、歌ったりして楽しい
仕事を想像します。もちろん、低年齢児の子どもには、ミルクを与えたり、オムツを替えたり
もします。
ト シ 先 生　それだけかな？
みらいさん　えーと、そうだ！家庭での子どもの様子を保護者に聞いてみたり、連絡帳で保育所
での子どもの様子を伝えたり、気になることがあればお迎えのときに保護者と直接お話しした
りとか……。そういえば、保育所実習のときに、お母さんから子育てに関する相談を受けてい
る先生を見かけることがありました。
ト シ 先 生　そうですか。保護者から相談を受けている場面を見たのですね。それはいい経験を
しましたね。保育者は、直接子どもにかかわるだけでなく、保護者に対して子どもの発達や発
育に関するアドバイスをしたり、子育てや生活上の困ったことに対して、他の専門機関と協力
しながら支援することも重要なのです。
みらいさん　確かに「保育原理」や「保育者論」、「社会福祉」、「子ども家庭福祉」などの講義で、
保護者への子育てに関する指導も保育者の仕事だと学びました。でも、これから学ぶ「子育て
支援」という講義は、これまでの講義とは何か違うのでしょうか。そういえば「子ども家庭支
援」「子育て支援」「保護者支援」とかいろいろ似たような単語がでてきますが……。
ト シ 先 生　そうですね。似たような言葉が多くてわかりにくいですよね。ここでは、「子育て
支援」の意義や役割りなどの基本的な考え方を整理しながら、保育者が保護者に対して行う子
育て支援について学んでいきましょう。
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1 　保育士として子育て支援を実践するために

●①　子育て支援を学ぶにあたって―その社会的背景―

　保育士の業務には、子どもへの日常的保育に加え、その保護者や地域の子
育て家庭に対する支援を行うことが含まれる。
　その背景には、保護者の養育環境が近年急激に変化してきたことがあげら
れる。周知の通り、核家族化や共働き世帯の増加にともない、仕事と子育て
の両立の難しさ、経済的負担、保育所の待機児童問題、さらにひとり親家庭
の増加（表１－１）や経済的格差、子どもの貧困、子ども虐待件数の増加傾
向（図１－１）など、子育てにまつわる問題や課題が噴出している。
　「子どもは社会と未来の財産である」と語られるのであれば、保護者の子
育てに関連する多様なメッセージやSOSを受け止め、共感し、支えてくれる
存在が必ず必要となる。もちろん、親族や地域にそのような存在がいること
が理想である。しかし、そのような存在がいない場合や子育てについて専門
的なアドバイスが必要な場合、保護者が身近に感じて相談できる専門職の存
在が必要であろう。その職種の一つとして、子どもとのかかわりを通して保
護者に寄り添い、その困難を理解し、支援できる専門職の保育士が期待され
ている。

●②　保育士が子育て支援を担う意義

　保育士は、児童福祉法第18条の４に「保育士の名称を用いて、専門的知識
及び技術をもつて、児童の保育及び児童の保護者に対する保育に関する指導
を行うことを業とする者」と定義されている。その主たる行為には、子ども
の保育（ケア）を第一義的業務としつつも、保護者の保育に関する「指導」
が求められている。ここでいう「指導」とは法律上の表現であり、わかりや
すく説明すると、保護者に対して専門的な立場からの助言（アドバイス）・
指示・支持・共感・見本・情報提供等の行為を含んだ用語である１）。そのた
め、保育士には「乳児、幼児等の保育に関する相談に応じ、及び助言を行う
ために必要な知識及び技能の修得、維持及び向上」させる努力義務がある。
「保育所保育指針」にも、保育所保育および保育士の役割・業務について下
記のように明言し、その一連に関する行動指針を示している。
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図１－１　児童虐待相談対応件数の増加

出典：厚生労働省「平成29年度 児童相談所での児童虐待相談対応件数（速報値）」2018年
　　　（https://www.mhlw.go.jp/content/11901000/000348313.pdf）
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表１－１　ひとり親家庭の概況

母子世帯 父子世帯

１　世帯数［推計値］
123.2万世帯

（123.8万世帯）
18.7万世帯

（22.3万世帯）

２　ひとり親世帯になった理由
離婚　79.5％（80.8％）
死別　　8.0％（　7.5％）

離婚　75.6％（74.3％）
死別　19.0％（16.8％）

３　就業状況 81.8％（80.6％） 85.4％（91.3％）

就業者のうち　正規の職員・従業員 44.2％（39.4％） 68.2％（67.2％）

　　　　うち　自営業 3.4％（　2.6％） 18.2％（15.6％）

　　　　うち　パート・アルバイト等 43.8％（47.4％） 6.4％（　8.0％）

４　平均年間収入
　　［母又は父自身の収入］

243万円（223万円） 420万円（380万円）

５　平均年間就労収入
　　［母又は父自身の就労収入］

200万円（181万円） 398万円（360万円）

６　平均年間収入
　　［同居親族を含む世帯全員の収入］

348万円（291万円） 573万円（455万円）

※　（　）内の値は、前回（平成23年度）調査結果を表している。
※　「平均年間収入」及び「平均年間就労収入」は、平成27年の１年間の収入。
※　�集計結果の構成割合については、原則として、「不詳」となる回答（無記入や誤記入等）がある場合は、分母となる総数に不詳

数を含めて算出した値（比率）を表している。
出典：�厚生労働省「平成28年度全国ひとり親世帯等調査」2017年（https://www.mhlw.go.jp/file/04-Houdouhappyou-

11923000-Kodomokateikyoku-Kateifukishika/0000188136.pdf）
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保育所保育指針

第１章　総則

１　保育所保育に関する基本原則　⑴ 保育所の役割

　ア�　保育所は、児童福祉法第39条の規定に基づき、保育を必要とする子

どもの保育を行い、その健全な心身の発達を図ることを目的とする児童

福祉施設であり、入所する子どもの最善の利益を考慮し、その福祉を積

極的に増進することに最もふさわしい生活の場でなければならない。

　イ�　保育所は、その目的を達成するために、保育に関する専門性を有する

職員が、家庭との緊密な連携の下に、子どもの状況や発達過程を踏まえ、

保育所における環境を通して、養護及び教育を一体的に行うことを特性

としている。

　ウ�　保育所は、入所する子どもを保育するとともに、家庭や地域の様々な

社会資源との連携を図りながら、入所する子どもの保護者に対する支援

及び地域の子育て家庭に対する支援等を行う役割を担うものである。

　エ�　保育所における保育士は、児童福祉法第18条の４の規定を踏まえ、

保育所の役割及び機能が適切に発揮されるように、倫理観に裏付けられ

た専門的知識、技術及び判断をもって子どもを保育するとともに、子ど

もの保護者に対する保育に関する指導を行うものであり、その職責を遂

行するための専門性の向上に絶えず努めなければならない。
� （下線部は筆者）

　このように、児童福祉法に規定された専門職である保育士について、保育
所で子どもと保護者への支援を展開していく整合性を、下記の通り整理して
みる。
　・‌�　保育所を利用する保護者および地域で子育てをしている保護者にとっ
て、最も身近な子育てに関する第三者（専門職）が保育士である。

　・‌�　保育実践は、保育士と子どもとの一方的な営みで完結するものではな
く、保護者（子どもを含めた）との連携と関係性のもとで形成されてい
く営みである。

　・‌�　子育て支援は、①子ども自身、②親、③親子関係、④地域社会の４つ
の枠組み２）の全体的な視点をもつことが重要である。

　・‌�　生活者という立場からとらえた場合、①子ども自身、②親、③親子関
係、④地域社会は、いずれも切り離すことができない。これら社会関係
のなかで営まれる子育て、つまり子どもと保護者を把握し、子育ての場
となる家庭と地域における生活の全体性を視野に入れた支援を構築して
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庭その他からの相談に応じ、子どもが有する問題又は子どもの真のニーズ、
子どもの置かれた環境の状況等を的確に捉え、個々の子どもや家庭に最も効
果的な支援を行い、もって子どもの福祉を図るとともに、その権利を擁護す
ること」５）と定義している。つまり、子ども家庭支援は、関係専門機関な
どが、子どもと保護者・家庭からの子育てに関するニーズに応じて効果的な
サービスを提供する取り組みととらえることができる。
　このように、両者は似て非なるとらえ方ができるであろう。いずれにして
も、子育て支援にあたっては、保育所および保育士にはソーシャルワークの
知識・技術などについて理解を深め、子どもと保護者のおかれた状況を把握
したうえで、適切に対応できるよう関係機関との連携・協働が可能となる体
制づくりが求められる。そして、子どもの最善の利益のために、子どもと保
護者・家庭、地域を視野に入れた支援はこれからも期待されていくのである。

①子育て支援の意義や役割についてまとめてみよう。
②「援助・支援・相談」についてそれぞれの意味をまとめてみよう。
③保育士が子育て支援（保護者への支援）を行うにあたって、重要な視点に
ついてまとめてみよう。

まとめてみよう
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